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橋
本
内
閣
に
始
ま
り
小
泉

内
閣
で
完
全
実
行
さ
せ
た
構

造
改
革
は
、
日
本
の
経
済
を

悪
化
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

た
。
改
革
の
最
中
で
は
、
ど

の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
を

国
民
の
多
く
は
は
っ
き
り
と

把
握
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
小
泉
内
閣
退
陣
後
の
今

と
な
っ
て
、
よ
う
や
く
構
造

改
革
の
実
態
が
国
民
の
目
の

前
に
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

　

小
泉
内
閣
が
２
０
０
１
年

６
月
に
発
表
し
た
『
骨
太
の

方
針
』
で
は
、「
今
後
２
～

３
年
が
集
中
調
整
期
間
」
で

あ
り
、
そ
の
時
期
を
過
ぎ
れ

ば
日
本
経
済
は
「
躍
進
の
時

代
」
が
展
望
で
き
る
と
国
民

に
約
束
し
た
。「
構
造
改
革

に
は
痛
み
が
伴
う
、
し
か
し

そ
の
痛
み
の
期

間
は
２
～
３
年

で
、
後
は
経
済

発
展
の
時
代
が

来
る
」
と
小
泉

元
首
相
は
説
明

し
て
い
た
。
し

か
し
、
経
済
成

長
は
止
ま
り
、

財
政
赤
字
が
拡

大
し
た
。
だ

が
、
大
企
業
だ

け
が
儲
か
る
よ

う
な
歪
ん
だ
経

済
に
改
革
す
る

こ
と
に
は
成
功

し
た
。

　

経
済
成
長
が

な
く
て
も
大
企

業
が
儲
か
る
構

造
に
な
っ
た
た

め
に
、
人
々
の

暮
ら
し
に
は
大

き
な
犠
牲
が
強

い
ら
れ
た
。
弱
い
企
業
の
倒

産
が
増
加
し
て
失
業
者
が
増

加
し
、
働
く
人
の
給
料
は
減

る
一
方
で
、
非
正
規
雇
用
が

増
加
す
る
な
ど

貧
困
と
格
差
が

広
が
っ
て
き

た
。
こ
の
た
め

世
の
中
が
不
安

定
に
な
り
、
今

ま
で
で
は
起
こ

り
え
な
か
っ
た

事
件
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　

医
療
界
で
も

小
泉
構
造
改
革

の
影
響
は
大
き

く
、
患
者
負
担

増
や
診
療
報
酬

の
削
減
が
容
赦

な
く
行
わ
れ

た
。
こ
の
た

め
、
自
己
負
担

増
に
よ
る
患
者

の
受
診
抑
制
、

医
療
提
供
体
制

の
縮
小
が
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

歯
科
界
は
長
い
間
、
低
迷

を
続
け
て
い
る
。
１
９
９
７

年
の
健
康
保
険
本
人
２
割
負

担
か
ら
本
人
患
者
の
来
院
数

の
減
少
が
始
ま
り
、
そ
れ
が

次
第
に
、
家
族
の
来
院
数
の

減
少
へ
と
波
及
し
て
き
た
。

今
年
に
入
っ
て
歯
科
材
料
の

高
騰
も
加
わ
っ
て
、
歯
科
開

業
医
の
経
営
は
大
変
苦
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に

は
、
経
済
成
長
の
成
果
を
一

部
の
多
国
籍
大
企
業
だ
け
の

も
の
に
す
る
の
で
は
な
く
、

多
く
の
国
民
の
手
に
戻
し
、

国
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
う
え

で
、
歯
科
医
療
発
展
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
、
ど
の
よ

う
に
充
足
し
て
い
く
か
英
知

を
集
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

「
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
経
済
・
財
政
を
立

て
直
す
」
と
い
う
協
会
の
主

張
を
、
今
こ
そ
押
し
進
め
る

運
動
が
重
要
で
あ
る
。

社会保障の充実で経済･
財政を立て直す

構
造
改
革
の
実
態

Ｑ　

私
に
は
妻
と
息
子
３
人

が
い
ま
す
が
、
私
亡
き
後
、

遺
産
で
兄
弟
争
い
を
し
な
い

か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
私
の
意
志
を
明
確
に

し
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
す
が
、
何
か
い
い
方

法
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

自
分
が
死
ん
だ
後
の
財

産
処
分
で
相
続
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
、
自
分
の
意
志

を
反
映
さ
せ
ら
れ
る
の
が
遺

言
で
あ
る
。
遺
言
に
は
「
自

筆
証
書
遺
言
」「
公
正
証
書

遺
言
」「
秘
密
証
書
遺
言
」

の
３
種
類
が
あ
る
。
今
回
は

一
般
的
に
よ
く
利
用
さ
れ
て

い
る
２
種
類
の
遺
言
の
や
り

方
に
つ
い
て
お
話
す
る
。

自
筆
証
書
遺
言
と
は

　

遺
言
者
が
遺
言
の
全
文
、

日
付
お
よ
び
氏
名
を
自
署

し
、
こ
れ
に
押
印
す
る
遺
言

の
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
り
で

作
る
こ
と
が
で
き
、
簡
単
に

で
き
、
内
容
を
秘
密
に
し
て

お
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

他
、
費
用
が
か
か
ら
な
い
な

ど
が
こ
の
遺
言
の
メ
リ
ッ
ト

る
と
、
法
的
な
条
件
を
満
た

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

せ
っ
か
く
書
い
た
遺
言
も
無

効
に
な
る
。
ま
た
、
紛
失
の

恐
れ
も
あ
る
。

公
正
証
書
遺
言
と
は

　

法
的
な
条
件
を
き
ち
ん
と

で
あ
る
が
、
反
面
、
ワ
ー
プ

ロ
で
作
成
し
た
り
、
日
付
を

「
吉
日
」
と
書
い
た
り
、
氏

名
の
記
載
が
な
い
、
印
鑑
を

押
し
て
い
な
い
、
中
味
が
曖

昧
（
財
産
の
特
定
が
で
き
て

い
な
い
）
な
ど
の
不
備
が
あ

萩
原
と
し
ゑ
（
税
理
士
）

Ｑ
＆
Ａ

税

遺
言
で
自
ら
の
意
志
表
示
を
明
確
に

相
続
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
た
い
がの

か
を（
遺
言
の
趣
旨
）、
公

証
人
に
口
頭
で
話
し
を
し
て

遺
言
書
を
作
っ
て
も
ら
う
。

そ
し
て
、
作
成
さ
れ
た
遺
言

書
の
原
本
は
公
証
人
役
場
で

保
管
さ
れ
る
の
で
確
実
で
あ

る
。
ま
た
、
コ
ピ
ー
し
た
正

本
、
謄
本
を
本
人
が
も
ら
う

備
え
、
な
お
か
つ
、
第
三
者

が
立
ち
会
っ
て
作
成
す
る
の

が
こ
の
遺
言
で
あ
る
。
こ
の

遺
言
は
、
証
人
２
人
以
上
と

一
緒
に
公
証
人
役
場
に
出
向

き
、証
人
立
ち
会
い
の
上
で
、

ど
ん
な
こ
と
を
遺
言
し
た
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
皆
さ
ん
が
困
る
の

が
、
誰
に
証
人
に
な
っ
て
も

ら
う
か
で
あ
る
。
遺
言
を
す

る
人
の
妻
や
子
ど
も
は
駄
目

な
の
で
、
親
戚
や
友
人
、
つ

き
合
い
の
あ
る
税
理
士
、
弁

護
士
に
頼
ん
で
も
い
い
し
、

公
証
人
役
場
の
事
務
員
さ
ん

に
な
っ
て
も
ら
っ
て
も
か
ま

わ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
法
的
に
は
間
違

い
が
な
い
と
い
う
点
で
は
、

こ
の
「
公
正
証
書
遺
言
」
は

「
自
筆
遺
言
証
書
」
に
勝

る
。
な
お
、
公
証
人
に
支
払

う
作
成
料
は
、
遺
産
の
額
、

遺
言
の
行
数
な
ど
で
違
っ
て

く
る
が
、
大
よ
そ
、
１
億
円

く
ら
い
の
財
産
な
ら
10
万
円

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

【
目
的
】
①
手
話
関
係
者
・

歯
科
関
係
者
が
、
歯
科
医
療

機
関
を
訪
れ
た
聴
力
障
が
い

者
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
②
専
門

分
野
の
手
話
通
訳
者
を
育
成

す
る

【
主
催
】
大
阪
府
歯
科
用
語

手
話
作
成
普
及
委
員
会

【
日
付
】
①
９
月
６
日
②
10

月
11
日
③
11
月
８
日
④
12
月

13
日
⑤
１
月
24
日
⑥
２
月
15

日
⑦
３
月
21
日

【
受
講
料
】
２
千
円（
全
７

回
の
受
講
料
と
し
て
）

【
ク
ラ
ス
】
初
心
者
ク
ラ

ス
：
手
話
の
基
礎
・
聴
覚
障

が
い
者
問
題
の
学
習
、
歯
科

医
院
で
の
会
話
練
習

会
話
練
習
ク
ラ
ス
：
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
形
式
で
、
歯
科
医
療

関
係
の
会
話
練
習

【
会
場
】
大
阪
府
谷
町
福
祉

セ
ン
タ
ー（
大
阪
市
中
央
区

谷
町
５―

４―

13
）
℡
06―

６

７
６
３―

４
６
９
１

地
下
鉄
「
谷
町
６
丁
目
」
駅

①
・
⑥
番
出
口
徒
歩
３
分

【
定
員
】
80
人
（
予
定
）

【
申
込
先
】
大
阪
府
歯
科
用

語
手
話
作
成
普
及
委
員
会
事

務
局　

〒
５
９
８―

０
０
５

３　

泉
佐
野
市
大
宮
町
９―

11
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２―

４
６

３―

８
２
０
２
）土
井　

捷
三

※
必
要
事
項
（
氏
名
、
Ｔ
Ｅ

Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
住
所
、
ご
希

望
の
ク
ラ
ス
、
職
種
〈
歯
科

医
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科

技
工
士
・
歯
科
助
手
・
受
付

・
そ
の
他
〉）
を
ご
記
入
の

う
え
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

し
い
報
告
も
あ
っ
た
。
人
の

命
を
脅
か
す
国
で
な
く
、
軍

事
費
・
米
軍
再
編
費
用
を
社

会
保
障
・
医
療
に
ま
わ
し
、

政
府
の
進
め
る
社
会
保
障
抑

制
路
線
は
今
す
ぐ
転
換
す
べ

き
だ
と
強
く
感
じ
た
。
分
科

会
に
参
加
し
た
大
学
生
は
、

「
話
を
聞
い
て
何
か
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
使
命
感

に
燃
え
て
い
る
」
と
高
ぶ
り

を
隠
し
切
れ
な
い
様
子
で
話

し
て
い
た
。

　

大
会
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、

横
断
幕
や
折
鶴
を
手
に
し
た

各
国
代
表
や
若
者
が
舞
台
い

っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
平
和
の

歌
を
合
唱
し
た
。
若
者
の
平

和
へ
の
意
識
が
風
化
し
つ
つ

あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る

が
、
広
島
の
地
で
決
し
て
そ

う
で
は
な
い
と
感
じ
た
。
核

兵
器
も
戦
争
も
な
い
世
界
を

目
指
す
輪
を
大
き
く
広
げ
る

た
め
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
決

心
す
る
大
会
と
な
っ
た
。

�

（
事
務
局
・
酒
井
耕
平
）

軍
事
費
削
減
、
格
差
・
貧
困

の
た
た
か
い
」
で
は
、
日
本

の
異
常
な
対
米
追
従
の
も
と

で
進
む
、
巨
額
の
軍
事
費
や

米
軍
再
編
費
用
な
ど
の
ム
ダ

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
削
減

が
格
差
・
貧
困
問
題
の
解
決

の
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
参
加
者
と
深
め
た
。

　

報
告
に
よ
る
と
、
ヘ
リ
搭

載
護
衛
艦
２
隻
分
の
費
用
は

約
２
１
０
０
億
円
。
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
を
国
の
制

度
に
す
る
こ
と
が
十
分
可
能

（
約
１
９
０
０
億
円
）
で
あ

る
。
イ
ー
ジ
ス
艦
は
１
隻
約

１
４
０
０
億
円
。
あ
ま
り
の

高
額
に
、
開
い
た
口
が
ふ
さ

が
ら
な
い
。

　

一
方
で
あ
る
病
院
か
ら

は
、
患
者
が
自
己
負
担
を
払

え
ず
死
に
至
る
と
い
う
痛
ま

　

広
島
市
長
の
秋
葉
忠
利
氏

は
挨
拶
で
「
広
島
市
は
２
０

２
０
年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶

を
目
指
す
『
２
０
２
０
ビ
ジ

ョ
ン
』
の
国
連
総
会
で
の
採

択
を
目
指
す
。
核
兵
器
か
ら

市
民
を
守
る
に
は
、
核
兵
器

廃
絶
し
か
道
は
な
い
」
と
、

力
強
く
語
っ
た
。

　

分
科
会
「
核
兵
器
廃
絶
と

　

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
て
63
年
。「
世
界
の

す
み
ず
み
か
ら
、
平
和
・
核

兵
器
廃
絶
に
む
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
よ
う
」―

―

と
原
水
爆
禁
止
２
０
０
８

世
界
大
会
・
広
島
が
、
４
日

か
ら
６
日
に
開
か
れ
、
海
外

代
表
含
め
７
５
０
０
人
が
参

加
し
た
。

歯
の
手
話
を
学
ぶ
会

各国の参加者が平和の歌を合唱する
大会フィナーレ＝６日、広島市内　

核
廃
絶
し
か
道
は
な
い

各
国
代
表
な
ど
７
５
０
０
人
集
ま
る

原水爆禁止
世 界 大 会

保険医年金 予定利率1.256％
　保険医年金は全国で加入者数６万人、積
立金総額１兆1000億円を超える会員のため
の私的年金制度です。生保４社（三井・明
治安田・富国・ソニー）に委託し、制度発
足以来40年間、年金受給額をカットしたこ
とは一度もありません。

（短期のご加入では積立金が掛け金を下回ります）

保険医年金のお問い合せは、共済部まで（06-6568-7731）

積立金は毎年確定、 　　　　
「配当金」はすべて加入者に！
2006年度配当実績 1.444％　

※予定利率 1.256％＋配当0.188％
※ 2006年度配当実績であり、2007年度の配当を

約束するものではありません。

※ ここでご案内した内容は、制度概要を説明したも
のです。ご加入条件、お支払い条件については、
パンフレット･申込書等を必ずご確認下さい。

加入期間 元利合計
５年 1,036,400円
10年 1,098,200円
15年 1,163,600円
20年 1,232,800円

●月　払：１口 １万円（通算30口まで）
●一時払：１口 50万円（毎回40口まで）

加入口数

加入資格

老後設計に一時払も好評です！
「一時払」２口100万円を預けると

満74歳までの協会会員

歯科医院の売買ならさくらハウスへ

協
力
団
体
か
ら
の
ご
案
内


